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= Clematis cmgustifolia Jacquin var. dissect a Yabe^ Higasi-iVloko Syokubntsu- 
Mokuroku 14 (1917)，nom. seminnd. 

= Clematis 1 angustifolia Jacquin f. breviloba Fretn in Oesterr. Bot. Zeits, 
XLY, 59 (1895)，LI, 374 (19.01). 

=Clematis hexapetala Pallas, Itin. Ill -2, appendix 775 t. Q. f. 2 (1776), 
Yoy. IY 701， Tab. XIV fig. 3 (1793). , t 

f. bre¥iloba (Freyn) Nakai, comb. nova. 

Area distr. Manchoukuo ? Mongolia, Amur，Dahuria ? Nertemnsk ? Transbaical. 
いとくさぼたんトイフモノハほそばくさぼたんノ葉片ガ細ク切レルー品デ 
ァリ、滿 洲國，蒙古、 黑龍州， ダフリア ， ネルチン.スタ 、 バイカル 地方二分布ス 
ル。北川博士ハ故矢部吉賴ノ附シクル Clematis ancrustifolia var. dissccta ヲ 
援用シテ Clematis hexapetala f. clissecta ナ ル名ヲ作リシモ矢部氏ノ 命名 二 先 
ツ22年 Freyn 氏ガ Clematis angustifolia f. breviloba ナル名ヲ與へ居ル故 
Clematis hexapetala f. dis 各 ecta Y スルガ正當デアル。予ハ在外硏究中 f. dis - 
secta if f. breviloba 同ーナル事ヲ原標本ヲ見テ知リ備忘錄卜一部ノ寫生ヲ 
シテ置イタ*。 • 、 

〇‘てん尨んせ5屬ハ本來二囊ノモノデアル（前川丈夫） ? 、 . 

くわんとうまむしさ.う （•4 Wsa _ emaserratiMnSCH 0 TT ). ほそばてんなんせう (A. angusta- 
tum Fb . et Sav .). むさしあぶみ (A. ringens Schott ) 等ハ常;^ 2 葉ヲ具へ、外葉ノ葉柄 
中二內葉ノ.葉柄ガ納マリ、內葉ノ柄中ヲ 花序 軸ガ貫通シテ居ルコ ド 余知ノ事實デァル。. 然 
ノし二又二方ニノ、ひるは てんなんせう‘（乂 Nakai ).， ひと つ ばてんなんせう（儿 

monophyllum Nakai ). う■らしまさう （_4. Urashima Hara ) 等ノ如クニ1葉ノ柄中ヲ花 
序軸ノ通グルノヲ常態トスルモノガアル 〇, コノ雨者群ノ相違ノ、甚ダ固定シタ卡ノ ノ樣デア 
ルガ 屢ミ 後者 群 ノ者二發育ノ惡イ第ニノ葉ヲ生ズルノヲ見ルコトガ.アル 。最近 ニモ牧野先 
. 生ノ、うらしまさ 5 卜 JL amurense Maxim . トニカウシタ2葉ヲ出シタ實例ヲ敎示サレタ。 
試ミニ カ 、ルー葉 性ノモノノ 葉柄卽チ僞莖ヲ縱 斷シテ 見 ル ト、葉（卽チ外葉= アタル）ノ 
葉柄ノ最下部=包マ レテ極メテ短カイ (通常 2-3 cm 內外）筒狀ノ モノ ヲ見出 ス。 質ノ、軟 
カク 薄ク貧弱デ ハアルガソノ 上' 緣 ハ輕イ 波緣 ヲ呈シ 、且 ス 全體ガ固ク花序 軸ノ 基 脚ヲ捲イ 
テ居ルノデコレガ 葉柄 卜柑苘デアルコトヲ示シ 、第二葉卽チ內葉ノ甚 ダシイ 不發達狀態卜 
考 ヘルコト ガ出來ルノデアル。何等■カノ原因デ、 —— 或ハ成 長ホルモン ナドガ關係スルカモ 

知レナイガ - 例外的ニコノ內葉ガ發達スルガ通常ハソノ發.育ガ阻止ャ.レテ居イしノデア 

ル。コノ事實ニツイテハ旣二昭和11年二東亞植物圖說1 pL 23 fig . c 二ひろはてんなん 
せうヲ材料トシテ圖示記載シテ置イタカラ參照サレタイ〇終リニ御敎示ヲ頂イタコトヲ牧 
野先生=感謝スル次第デアル。 



